副業で税金対策になるの？

[bookmark: _GoBack]政府の「働き方改革」により、2018年に「副業解禁」の動きが広がってとなりきましたが、みなさん副業には興味ありますか？副業には明確な定義がなく、また法律では何を副業にするかの線引きが決まっていません。ただ、副業をすることにより確定申告時に税金が返ってくる場合があります。「それはどんなとき？」と思った方も多いと思います。今回は今から、副業について説明していきたいと思います。

副業って何？
まず、基本的には本業とは別に収入がある場合に、副業と呼びます。副業ではなく、兼業・サイドビジネスという呼ばれることもあります。兼業・サイドビジネスと言う言葉びの方のほうがよく耳にするのではないでしょうかかもしれませんね。副業として利用している方のされる仕事として、パート・アルバイト・日雇い・在宅ワーク・内職・ネットワークビジネスなどが上げられます。いろいろな副業がありますが、今回は副業で還付され、税金が戻ってくる仕組みについて少し詳しく説明したいと思います。

副業で確定申告するの？
確定申告とは、所得にかかる税金に関する手続きをすることです。確定申告には期間があり、2月16日～3月15日までに税務署に申告・納税をしなければなりません。

本業では会社が年末調整をしてくれていると思いますが、副業をしている方では年に20万円以上の収入がある方は自身で申告手続きをしていただくする必要があります。副業により納税しないといけない方もいますが、副業でマイナスが生じた場合は、納めすぎた税金が返ってくる（還付金）場合があります。
副業で稼いでいる方だけではなく、副業によって「マイナス」が生じている方でも確定申告ができるのです。確定申告は、税務署へ直接行くだけではなく、インターネットでも簡単に手続きがもできます。確定申告の用紙に副業の欄がありますのでそこに記入がするようにしてください。

マイナスが生じるとき？
パート・アルバイトを副業としている方は決まった収入が得られ、マイナスになることはないかと思います。
しかし、副業で個人ビジネスをしている方の中には、で思うように収入が入ってこなくらず、経費の方が大きくなることがあると思いります。収入－経費（費用）が「マイナス」となる場合に確定申告をすると、所得からマイナス分を引くことができるので、税金が返ってくるようになります。経費ですがは、ビジネスをする中でかかるお金になりますのでが、ガソリン代・パソコン代・携帯電話の通話料等も経費として扱われます。副業で「マイナス」が生じた場合でも少し税金が返ってきて、それが節税になるのでことは助かりますよね。

[bookmark: _gjdgxs]意外と副業をしている方も多いと思います。パートやアルバイトで一定額の収入が入ってくると安心しますが、副業で経費が収入より上まると心配になりますよね。収入があれば、確定申告をすることはよく知られていますが、「マイナス」の場合に確定申告をすると税金が安くなるということはあまり知られていないと思いますのではないでしょうか。

自身の趣味を副業にしている方や、副業を将来の本業にしたいけどと思って頑張っている今は方が今は軌道に乗らなく「マイナス」になっていてもという方も、今年から確定申告をして節税しましょう。ちょっとしたアドバイスになりますが、扶養内でネットワークビジネスをして「マイナス」が生じている方は、被保険者さんと共にビジネスをしている契約をできるネットワークの会社も多いので、共にすることにより被保険者さんも副業をしているようになるので、確定申告でマイナス分を所得から引いてくれるので、一緒にすることで税金対策にもなるのではないでしょうか。しかし、現状では副業を禁止している会社も多いと思います。そんな方は、確定申告がも不必要な「年20万円以内」でのお小遣い稼ぎをしてみてはどうでしょうか。

